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視覚障害のある児童・生徒に対するプログラミング教育

およびブラインドスポーツ体験の提供に関する要望書 

盛山正仁文部科学大臣に提出 

【写真】盛山文部科学大臣を中央に要望書を持つ竹下会長（左）と三宅常務理事（右） 
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視視覚覚障障害害ののああるる子子どどもも達達にに体体験験のの機機会会をを   

８月１４日、日本視覚障害者団体連合（以下、日視

連）の竹下
たけした

義樹
よ し き

会長と三宅
み や け

隆
たかし

常務理事は、盛山
もりやま

正仁
まさひと

文

部科学大臣に面会し、要望書を提出しました。 

要望書は「視覚障害のある児童・生徒に対するプロ

グラミング教育」「普通学級に通う視覚障害のある児

童・生徒に対するブラインドスポーツ体験の提供」を

全国で促進するため、本連合及び加盟団体の取り組み

に対して支援を求める内容になっています。 

要望書の提出では、竹下会長が概要を説明し、三宅常

務 理 事 が 要 望 書 の 詳 細 を 説 明 し ま し た 。 説 明の 中で

は、盛山文部科学大臣に「視覚障害の児童・生徒向け

のプログラミング講座※」

に お い て 使 用 し て い る プ

ロ グ ラ ミ ン グ 教 材 に 触 れ

て い た だ き 、 本 連 合 の 取

り 組 み に ご 理 解 を い た だ

きました。 

 【写真】プログラミング教材に触れる盛山文部科学大臣 
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そして、面会の最後には、盛山文部科学大臣より要

望書に対する回答があり、「改正障害者差別解消法や

障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施

策推進法の施行、パリ２０２４パラリンピックの開催

等を踏まえ、要望書の内容をしっかりと受け止め、文

部科学省及びスポーツ庁として前向きに検討させてい

ただく」との回答を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

※視覚障害の児童・生徒向けのプログラミング講座 

東北学院大学の菅原
すがわら

研
けん

教授及び松本
まつもと

章代
あ き よ

教授にプロ

グラミング教育アドバイザーとして協力を仰ぎ、令和

４年９月より日視連の自主事業として、プログラミン

グ教室を開催。本年度も実施予定。 

【写真】 

盛山文部科学大臣に説明

する三宅常務理事 
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要要望望書書全全文文ははホホーームムペペーージジでで公公開開中中   

要望書全文は、日視連ホームページ（http://nichimou.org

/all/news/secretariat-news/240820-jimu/）からみる

ことができます。 

 

 

 

 

７月８日、日視連は令和７年度に開催する第７８回

全国視覚障害者福祉大会（千葉大会）への協力をお願

いするため、千葉県知事と千葉市長に対して表敬訪問

を行いました。 

当 日 は 、 日 視 連 の 竹下
たけした

義樹
よ し き

会 長 、 後藤
ご と う

英信
ひでのぶ

常 務 理

事、三宅
み や け

隆
たかし

常務理事、第７８回全国視覚障害者福祉大

会（千葉大会）の主催団体である千葉県視覚障害者福

祉協会の今野
こ ん の

正隆
まさたか

会長、川崎
かわさき

弘
ひろし

常務理事、さらに千葉

市視覚障害者協会の髙
たか

梨
なし

憲司
け ん じ

理事長が参加しました。 

熊谷
くまがい

俊人
としひと

千葉県知事への表敬訪問では、熊谷知事が

【QR コード】要望書全文（日視連ホームページ内） 

第７８回全国視覚障害者福祉大会（千葉大会）

千葉県知事、千葉市長への表敬訪問 
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前職の千葉市長に就任されていた頃、平成２４年に開

催した第６５回全国盲人福祉大会（千葉大会）の大会

式典に千葉市長としてご臨席いただいたことが話題と

なり、竹下会長と今野会長より第７８回全国視覚障害

者福祉大会（千葉大会）の大会式典へのご臨席をお願

いしました。 

また、神谷
か み や

俊 一
しゅんいち

千葉市長への表敬訪問でも、第７８

回全国視覚障害者福祉大会（千葉大会）の大会式典へ

のご臨席をお願いしました。 

 
【写真】熊谷俊人千葉県知事を囲んだ記念撮影 
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な お 、 第 ７ ８ 回 全 国 視 覚 障 害 者 福 祉 大 会 （ 千 葉 大

会）は、令和７年５月２５日（日）、２６日（月）に

千葉県千葉市のＴＫＰ東京ベイ幕張ホールで開催する

べく、準備を進めています。 

 

 

６月２日から６月３日に熊本県熊本市で開催した第

７ ７ 回 全 国 視 覚 障 害 者 福 祉 大 会 （ 熊 本 大 会 ）に おい

て、集約された視覚障害者福祉施策に関する要望事項

をまとめ関係府省庁及び民間企業等へ陳情しました。 

関係府省庁に陳情 

【写真】神谷俊一千葉市長を囲んだ記念撮影 
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主な陳情先は、次のとおり。 

■陳情先（順不同） 

厚生労働省（福祉関係、職業関係）・人事院・文部科

学省・こども家庭庁・国土交通省・警察庁・経済産業

省・農林水産省・消費者庁・デジタル庁・金融庁・国

税庁・総務省・内閣府・日本年金機構・日本郵政株式

会社・全国銀行協会・日本放送協会・日本民間放送連

盟・旅客鉄道株式会社（北海道、東日本、東海、西日

本 、 四 国 、 九 州 ）・ 日 本 民 営 鉄 道 協 会 ・ 日 本 バ ス 協

会・日本小売業協会・日本フランチャイズチェーン協

会・日本フードサービス協会・日本ホテル協会・全国

旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 

 
【写真】陳情の様子 【写真】陳情書を手渡す竹下会長 
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陳陳情情書書ははホホーームムペペーージジでで公公開開中中   

陳情書全文は、日視連ホームページ（http://nichimou.org

/all/news/secretariat-news/240917-jimu/）からみる

ことができます。 

 

 

 

 

 

第７０回記念全国視覚障害女性研修大会（中国・四

国ブロック 香川大会）が、９月４日、５日の両日、レ

クザムホールを主会場に、女性協議会会員および関係

者 約３００名が出席し、開催されました。 

１日目の午前中には、全国代表者会議が開かれまし

た。会議では、来年３月に行われる役員改選に伴い、

選挙管理委員として小池
こ い け

恭子
きょうこ

さん（名古屋市）、梅津
う め つ

幸子
さ ち こ

さん（福岡市）、小田垣
お だ が き

妙子
た え こ

さん（青森県）が承

認されるとともに、ほか７つの議事がすべて採択され

ました。 

第７０回記念全国視覚障害女性研修

大会が香川で開催される 

【QR コード】陳情書全文（日視連ホームページ内） 
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１ 日 目 午 後 に は 、 研 修 会 が ２ 部 構 成 で 行 わ れ ま し

た 。 研 修 会 第 １ 部 で は 、 「 わ た し の 日 常 生 活の 一工

夫！～地域の人との関わり、女性部の活動を通して、

ＩＣＴ、健康～」をテーマにレポート発表が行われ、

各ブロックから６名の発表がありました。 

助言者として登壇した日視連の竹下義樹会長は、今

年４月より障害者差別解消法が改正され、民間事業者

にも合理的配慮が義務化されたことに触れ、困ったこ

とや工夫して欲しいことがあれば声を出すこと、そし

てそこから事業者と対話を重ねていくことの大切さを

語りました。 

【写真】全国代表者会議の様子 
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また、助言者として登壇した香川県視覚障害者福祉

協会の浅見
あ さ み

裕
ゆう

一郎
いちろう

会長は、自分自身をよく知ること、

自 尊 感 情 を 高 め る こ と の 大 切 さ を 発 表 者 の 体験 に絡

め、ユーモアを交えて具体的に助言しました。 

最後に竹下会長は、長年にわたり女性研修会で行われ

ているレポート発表について触れ、レポート発表の中

で 発 表 さ れ る 数 々 の 実 体 験 や 思 い は 貴 重 な 資料 であ

り、財産であるとし、これからも続けていって欲しい

と述べました。 

 

研修会の第２部は、香川県観音寺市を拠点に居宅訪

問サービスと日中活動サービスを提供している社会福

【写真】レポート発表でコメントをする香川県視覚障害者福祉協会の浅見会長 
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祉法人ラーフの毛利
も う り

公一
こういち

理事長を講師に迎え、「夢を

かなえる 挑 壁
ちょうへき

思考」というテーマで講演が行われまし

た。 

毛利理事長は、23歳の時に不慮の事故により頚
けい

髄
ずい

を

損傷しており、自由に動くのは首から上のみで車椅子

生活をしています。そんな毛利理事長は、障害を壁と

とらえ、自分は壁に挑む挑壁者として生きていると、

講演の冒頭に語りました。そして、これまでの経験を

振り返り、目標があった場合には口に出して、とりあ

えずやってみること、どうやったらできるかを試して

いくこと、一人で頑張らずに仲間を巻き込むことの３

つが目標を達成するために大切であると語りました。 

また、毛利理事長は２

０２１年の東京オリンピ

ックの聖火リレーに自分

の足で聖火を運ぶ挑戦を

したことに触れ、何度も

聖火リレー担当者とぶつ

かり合いながらも、最終

的には聖火リレー担当者
【写真】講演をするラーフの毛利理事長 
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も良き仲間として、一緒に考えてくれて、成功を収め

ることができたとエピソードを語りました。 

最後に毛利理事長は、これからの人生も目の前に出

てくる壁に挑戦し乗り越えて、乗り越えた後にチャン

スを掴んで、社会に貢献できる言葉を発していけるよ

う頑張っていきたいと話を結びました。 

２日目の午前に行われた式典では、日視連竹下義樹会

長、日視連女性協議会阿部
あ べ

央美
て る み

会長の主催者挨拶に続

き、香川県視覚障害者福祉協会浅見裕一郎会長、同協

会 の 谷
たに

本
もと

邦
くに

恵
え

女 性 部 長 に よ る 歓 迎 の 挨 拶 が あり まし

た 。 ま た 、 式 典 で は 、 日 視 連 女 性 協 議 会 顧 問で ある

石田
い し だ

昌
まさ

宏
ひろ

参議院議員、池田
い け だ

豊人
とよひと

香川県知事、大西
おおにし

秀人
ひ で と

高松市長からご祝

辞をいただくとと

もに、武
たけ

見
み

敬三
けいぞう

厚

生労働大臣、日視

連女性協議会顧問

の髙階
たかがい

恵美子
え み こ

衆議

院議員の祝辞の代

読がありました。 
【写真】主催者挨拶をする女性協議会の阿部会長 
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続く第２部の議事では、初日の全国代表者会議およ

び研修会の報告、宣言・決議の採択を行いました。今 

年 は 、 日 々 の 買 い 物 を は じ め と す る 生 活 に 関す る項

目、子育て支援や災害・犯罪に対する視覚障害者のた

めの具体的な方策など１２項目が採択されました。 

また、大会議事に続き行われた閉会式では、来年度

の 開 催 団 体 で あ る 新 潟 県 視 覚 障 害 者 福 祉 協 会 の 木村
き む ら

弘美
ひ ろ み

理事長をはじめ、女性部の方々より挨拶があり、

次 期 大 会 の 第 ７ １ 回 全 国 視 覚 障 害 女 性 研 修 大会 （東

海・北信越ブロック 新潟大会）は、令和７年９月３日

（水）と４日（木）に、新潟県新潟市の新潟市ユニゾ

ンプラザで開かれるとの報告がありました。 

 

 

 

 

９月２１日から２２日まで山形県天童市で初めての開催を

予定していた第４６回全国視覚障害者将棋大会 in天童は、前

日から東北地方で続く大雨の影響により、中止となりまし

た。 

第４６回全国視覚障害者将棋大会 

“将棋駒のまち”山形・天童での開催中止に 
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開催地である山形県天童市は、日本の将棋駒の95%が作ら

れており“将棋駒のまち”として、全国の将棋愛好家にとっ

て、一度は訪れてみたい場所であり、以前より天童市での大

会開催は熱望されていました。そこで、日本視覚障害者団体

連合は、日本将棋連盟創立１００周年の年に合わせ、今回、

天童市で初めての開催をすることになりました。 

今大会は、竜王戦などの数々のタイトル戦が繰り広げられ

ている「ほほえみの宿 滝の湯」を会場に、通常の大会と並行

して、天童市民をはじめ、山

形県内外の将棋愛好家など多

くの人に視覚障害者の将棋の

世界を知ってもらうためのた

くさんのイベントを計画し、

開催１年前より日本将棋連盟

や天童市、日本将棋連盟天童

支部などの多くの団体・企業

の皆様にお力添えをいただ

き、準備をしてきました。 

 

【写真】第４６回全国視覚障害者将棋大会のポスター 
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しかしながら、大会は前日より降り続いた雨の影響によ

り、天童市内で当日朝から警戒レベル４相当にあたる土砂災

害警戒情報が発令されていたため、大会の開催中止という苦

渋の決断をせざるを得ませんでした。 

大大会会はは中中止止もも親親睦睦をを深深めめるる  

 

大会は、中止となったものの、前日より現地入りを

していた大会参加者や当日会場に辿り着くことができ

た大会参加者、合わせて１１名のほか、ボランティア

や付添者、中止を知らずに会場にいらした方を含めて

会場には約２５名が集まっていました。 

そ こ で 、 前 日 よ り 現 地 入 り を し て い た だ い て い た

本田
ほ ん だ

小百合
さ ゆ り

女流三段（本大会副審判長）や当日会場に

到着されたばかりの日本将棋連盟学校教育アドバイザ

【写真】歓迎の挨拶をする山形県視覚障害者福祉協会の鈴木勝利会長 
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ーを務める安次嶺
あ じ み ね

隆幸
たかゆき

東京福祉大学教育学部特任准教

授（以下、安次嶺特任准教授）にご協力いただき、急

遽、交流の場を設けることになりました。 

交流会の前には、簡単なセレモニーが開かれ、開会

式で披露する予定であった日本将棋連盟の羽生
は ぶ

善治
よしはる

会

長による応援ビデオメッセージの放映や開催団体であ

る日視連の後藤
ご と う

英信
ひでのぶ

常務理事と山形県視覚障害者福祉

協会の鈴木
す ず き

勝利
かつとし

会長による挨拶、本田女流三段、安次

嶺特任准教授による挨拶がありました。 

交流会では、安次嶺特任准教授による「将棋の教育

的意義から考える現代の子ども達の課題」と題した講

演、本田女流三段による指導対局、将棋教室などのほ

か、山形県将棋駒協同組合による将棋駒の展示および

販売が行われました。 

 

 

 

 

 

 
【写真】本田小百合女流三段による指導対局 
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交流会は２１日のみでしたが、会場に集まった参加

者は思い思いに会を楽しんでいる様子でした。大会は

中止となりましたが、助成をいただいたスポーツ安全

協会をはじめ、日本将棋連盟の方々、天童市や日本将

棋連盟天童支部の方々など、多くの方々の多大なるご

協力のお蔭で、天童での楽しいひと時を過ごすことが

できました。ご協力いただいたすべての皆様に、あら

ためて感謝申し上げます。 

【右写真】 

参加者との交流を楽しむ

山形県将棋駒協同組合の

皆さん 

【左写真】 

安次嶺隆幸特任准教授

による講演の様子 
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日視連では、日視連青年協議会、日視連スポーツ協議

会とともに、日本大学スポーツ科学部の辰田
た つ た

和佳子
わ か こ

准

教授らの視覚障害者の身体活動促進に関する研究（Ｊ

ＳＰＳ科研費２０Ｋ０２２４

８「視覚障がい者の身体活動

促進がもたらす社会参加の向

上とＱＯＬへの効果」）に協

力してきました。 

同研究では、日視連加盟団

体の会員を対象に身体活動量

の調査を実施するとともに、

視覚障害者が身体活動を行う

際の課題及び必要となる支援

や 配 慮 等 を 調 査 し て き ま し

た。 

 

そして、調査の成果を生かす形で、視覚障害者の健康

づくりに役立てるための３種類のリーフ

レットが作成されました。リーフレット

は、日視連ホームページ（http://nichi

mou.org/all/news/other/240130-j

ouhou-2/）よりダウンロードできま

す。 

視覚障害者のための健康づくりリーフレット 

日視連ホームページで公開中 

【写真】７月に開催された第３２回日本健康学会学術

大会において、研究の成果が発表されました 

【QR コード】リーフレットページ（日視連ホームページ内） 
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（１） 身体活動編 

身体を動かすことの大切さや、視

覚障害者が身体を動かすことの工夫

について、当事者の声を交えて紹介

しています。また、視覚障害者でも

簡単にエクササイズできるように音

声解説付の動画ＱＲコードを掲載し

ています。 

PDF版 点字版があります 
-------------------------------- 

（２）スポーツ施設手引き編 

スポーツ施設の手引きとして、視

覚障害者がスポーツ施設を安心・安

全に利用するためのポイントについ

て実践例を示しています。また、支

援者の声や視覚障害当事者と一緒に

確認できる項目を設けています。 

PDF版のみ 
-------------------------------- 

（３）食生活編 

健康づくりのための食生活の指針や

食塩摂取量や栄養バランスについて考

えた食事の実例を交えて紹介していま

す。 

PDF版 点字版があります 
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◆◆ご寄付のお願いについて◆◆ 

 日本視覚障害者団体連合は視覚障害者自身の手で、

＜自立と社会参加＞を実現しようと組織された視覚障

害者の全国組織です。 

 1948年（昭和23年）に全国の視覚障害者団体（現

在は、都道府県・政令指定都市59団体が加盟）で結成

され、国や地方自治体の視覚障害者政策の立案・決定

に際し、当事者のニーズを反映させるため、陳情や要

求運動を行っています。 

活動内容は多岐にわたりますが、そのために必要な

経費の確保は、厳しい財政の中困難を極めています。 

視覚障害者福祉の向上を目指し、組織的な活動を維

持していくため、皆様からの特段のご厚志を賜ります

よう、何とぞ宜しくお願い申し上げます。 

■ゆうちょ銀行 

 記号番号 ００１６０－５－５３６１０４ 

 加入者名 社会福祉法人  日本視覚障害者団体連合 

■みずほ銀行 
 店名 高田馬場支店 

 預金種目 普通  口座番号 ２８６８１０１ 

 カナ氏名（受取人名） 

フク）ニホンシカクショウガイシャダンタイレンゴウ 

※領収証が必要な方、本連合が振り込み手数料を負担する専用の振込用紙をご

希望の方は、日本視覚障害者団体連合までご連絡ください。 

（電話：03－3200－0011）
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